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表紙写真：サツキマス養殖プロジェクトチームのみなさん

特集
町ぐるみで挑む「純愛南産」の養殖プロジェクト

愛南サツキマス

愛媛CATVの
動画でご覧い
ただけます
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サ
ツ
キ
マ
ス
海
へ

　

愛
南
町
中
浦
地
区
、
入
り
組
ん
だ

湾
の
沖
合
1
0
0
m
に
浮
か
ぶ
い
け

す
で
約
2
、0
0
0
匹
の
サ
ツ
キ
マ

ス
が
養
殖
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
が
明
け
た
1
月
中
旬
。
愛
南
漁

協
青
年
漁
業
者
連
絡
協
議
会
の
中

田
知と

も

公の
り

会
長
は
、
山
か
ら
海
へ
と
運

ん
だ
サ
ツ
キ
マ
ス
を
海
水
に
馴
ら
す

「
馴じ

ゅ
ん
ち致
」
と
呼
ば
れ
る
作
業
を
終
え
、

養
殖
い
か
だ
を
沖
合
へ
と
移
動
さ
せ

ま
し
た
。

　

馴
致
は
、
サ
ツ
キ
マ
ス
の
養
殖
に

お
い
て
最
も
気
を
つ
か
う
作
業
で

す
。
馴
致
を
行
っ
て
い
る
間
、
愛
南

漁
協
と
愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ

ン
タ
ー
、
町
の
職
員
が
24
時
間
体
制

で
溶
存
酸
素
と
塩
分
濃
度
を
管
理
し

な
が
ら
見
守
り
ま
し
た
。

愛
南
サ
ツ
キ
マ
ス

町
ぐ
る
み
で
挑
む

「
純
愛
南
産
」
の
養
殖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
平
成
28
年
春
、
愛
南
町
の
新
し
い

養
殖
魚
と
し
て
試
験
養
殖
さ
れ
て
い

る
サ
ツ
キ
マ
ス
が
初
出
荷
さ
れ
ま
し

た
。

　
サ
ツ
キ
マ
ス
は
天
然
下
で
の
個
体

数
が
極
め
て
少
な
く
、
幻
の
魚
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
愛
南
町
で
は
愛
南
漁
協
、
同

青
年
漁
業
者
連
絡
協
議
会
、
愛
媛
大

学
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
、
町
、

そ
し
て
N
P
O
法
人
「
ハ
ー
ト
in

ハ
ー
ト
な
ん
ぐ
ん
市
場
」
が
協
力
、

町
を
挙
げ
て
サ
ツ
キ
マ
ス
の
試
験
養

殖
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
目
指
す
の
は
、
ふ
化
か
ら
出
荷
ま

で
す
べ
て
町
内
で
完
結
す
る
「
純
愛

南
産
」
の
養
殖
で
す
。
2
回
目
の
出

荷
を
直
前
に
控
え
、
関
係
者
の
挑
戦

が
山
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。

いけす中の溶存酸素と塩分濃度を確認しな
がらサツキマスを海水に馴らしていきます

出
荷
は
じ
ま
り
マ
ス
！

沖に出したサツキマスのいけすに網を張る愛南漁協青年漁業者連絡協議会の中田会長
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「純愛南産」愛南サツキマスの養殖

「
よ
っ
し
ゃ
、
見
え
た
！
」

　

翌
日
、
海
水
に
馴
れ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
死
魚
を
取
り
除
く
と
、

そ
の
数
は
予
想
よ
り
は
る
か
に
少
な

く
、
安
堵
し
た
関
係
者
か
ら
思
わ
ず

笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

　
「
よ
っ
し
ゃ
、
見
え
た
!
」
と
愛

南
漁
協
の
岡
田
孝た

か

洋ひ
ろ 

販
売
促
進
部

長
。
先
行
し
て
行
っ
た
馴
致
試
験
の

結
果
が
思
わ
し
く
な
く
、
こ
れ
ま
で

出
荷
数
の
見
込
み
を
立
て
れ
ず
に
い

ま
し
た
。
最
大
の
難
所
を
越
え
、
出

荷
に
向
け
て
営
業
活
動
を
本
格
化
さ

せ
ま
す
。
中
田
会
長
も
「
目
標
は

昨
年
以
上
の
1
・
5
キ
ロ
の
サ
イ
ズ
」

と
力
を
込
め
ま
し
た
。

幻
の
魚

　

サ
ツ
キ
マ
ス
は
、
日
本
固
有
種
で

伊
豆
半
島
か
ら
西
の
本
州
太
平
洋
側

か
ら
四
国
、
九
州
の
瀬
戸
内
海
側
の

河
川
や
そ
の
沿
岸
海
域
に
生
息
し
て

い
ま
す
。
サ
ケ
の
仲
間
で
ア
マ
ゴ
と

同
種
で
す
が
、
海
に
下
る
も
の
は
サ

ツ
キ
マ
ス
、
一
生
を
淡
水
で
過
ご
す

も
の
は
ア
マ
ゴ
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
天
然
下
で
の
個
体
数
が
極
め
て

少
な
く
、
幻
の
魚
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
ご
当
地
サ
ー
モ
ン
が
ブ
ー
ム
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
ニ

ジ
マ
ス
か
銀
ザ
ケ
。
サ
ツ
キ
マ
ス
の

養
殖
は
全
国
で
も
珍
し
い
」
と
岡
田

部
長
。
全
国
に
先
駆
け
た
取
り
組
み

に
期
待
を
込
め
ま
す
。

海
で
成
育
4
〜
6
倍
に

　

サ
ツ
キ
マ
ス
は
、
12
月
か
ら
1
月

に
か
け
て
ふ
化
し
、
そ
の
年
の
秋
に

は
パ
ー
マ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
体
の
模

様
（
小
判
状
斑
紋
）
が
薄
れ
て
体
色

が
銀
色
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
海
へ

と
向
か
う
サ
イ
ン
で
す
。
こ
こ
で
降

海
す
る
の
は
ほ
と
ん
ど
が
雌
。
雌
に

比
べ
て
体
の
大
き
な
雄
は
、
そ
の
多

く
が
川
に
残
り
ア
マ
ゴ
と
し
て
成
育

し
ま
す
。
川
で
え
さ
が
取
れ
る
大
き

な
魚
だ
け
が
残
り
、
え
さ
が
食
べ
ら

れ
な
い
小
さ
な
魚
は
、
え
さ
を
求
め

て
海
を
め
ざ
す
の
で
す
。

　

し
か
し
、
海
に
出
た
ア
マ
ゴ
は
短

期
間
で
大
き
く
成
育
し
ま
す
。
昨
年

の
試
験
養
殖
で
は
、
4
ヶ
月
で
4
倍

〜
6
倍
の
大
き
さ
に
な
り
ま
し
た
。

サ
ツ
キ
マ
ス
の
出
荷

一
部
は
卵
を
取
り
出
す

た
め
に
再
び
山
に
帰
す

い
け
す
を
沖
に
出
し
て

約
３
ヶ
月
間
海
で
養
殖

す
る

海
へ
運
ん
だ
サ
ツ
キ
マ

ス
を
海
水
に
馴
ら
す

❻

❺

❹

❶

❷

❸

ふ
化
し
た
ば
か
り
の
サ

ツ
キ
マ
ス
（
ア
マ
ゴ
）

の
稚
魚

ア
マ
ゴ
は
春
先
か
ら
夏

に
か
け
て
出
荷
さ
れ
る

銀
色
に
な
り
、
降
海
で

き
る
ア
マ
ゴ
を
関
係
者

全
員
で
選
別

山
へ

海
へ

特集
「純愛南産」の養殖プロジェクト

愛南サツキマス

山 出 地 区御 荘 湾

12～1月

6～8月

8～9月

3～4月

12～4月

12～1月
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新
し
い
町
の
魚
を
求
め
て

　

試
験
養
殖
が
は
じ
ま
っ
た
の
は
2

年
前
。
新
た
な
町
の
魚
を
育
て
よ
う

と
愛
南
漁
協
が
サ
ツ
キ
マ
ス
の
養
殖

を
発
案
し
、
愛
南
漁
協
青
年
漁
業
者

連
絡
協
議
会
と
愛
媛
大
学
南
予
水
産

研
究
セ
ン
タ
ー
、
町
が
協
力
し
て
試

験
養
殖
が
始
ま
り
ま
し
た
。
水
槽
実

験
を
経
て
平
成
27
年
2
月
に
1
3
0

ｇ
前
後
の
ア
マ
ゴ
1
0
0
匹
を
海
面

の
い
け
す
に
放
流
す
る
と
2
か
月
後

に
は
5
0
0
〜
7
0
0
ｇ
に
育
ち
ま

し
た
。

　

サ
ツ
キ
マ
ス
の
養
殖
に
は
、
ハ
マ

チ
な
ど
の
出
荷
を
終
え
て
空
い
た
い

け
す
を
使
え
る
と
い
う
利
点
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
タ
イ
や
ブ
リ
な
ど
に
比

べ
て
少
な
い
え
さ
と
短
い
時
間
で
育

つ
の
も
魅
力
で
す
。

いけすの中を泳ぐサツキマス　　写真提供：愛媛大学南予水産研究センター

海で4ヶ月養殖されたサツキマス（1,200 g）と淡水で養殖された出荷サイズのアマゴ（100 g）

サツキマス養殖の最大の難所、馴致作業を無事に終えて
思わず笑みがこぼれました

「純愛南産」の養殖プロジェクト

愛南サツキマス

特集
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「
純
愛
南
産
」
を
め
ざ
し
て

　

平
成
26
年
11
月
か
ら
山
出
地
区
で

ア
マ
ゴ
養
殖
に
取
り
組
む
N
P
O
法

人
「
ハ
ー
ト
in
ハ
ー
ト
な
ん
ぐ
ん
市

場
」。
地
区
で
40
年
以
上
ア
マ
ゴ
養

殖
を
し
て
い
た
男
性
か
ら
事
業
を
引

き
継
ぎ
ま
し
た
。
現
在
、
い
け
す
14

基
で
約
5
万
匹
を
完
全
養
殖
し
て
い

ま
す
。

　

事
業
を
引
き
継
い
で
間
も
な
く
、

愛
南
漁
協
と
町
か
ら
サ
ツ
キ
マ
ス
養

殖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
協
力
要
請
を

受
け
ま
し
た
。
な
ん
ぐ
ん
市
場
の
長

野
敏と

し

宏ひ
ろ

理
事
は「
ア
マ
ゴ
の
事
業
は
、

地
域
の
産
業
と
雇
用
を
守
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
で
引
き
継
い
だ
。
海
の

事
業
と
つ
な
が
る
こ
と
は
想
像
し
て

い
な
か
っ
た
が
、
違
う
仕
事
を
し
て

い
る
人
が
集
ま
っ
て
話
す
な
か
で
ア

イ
デ
ア
が
広
が
っ
て
い
く
」
と
異
な

る
分
野
の
連
携
を
歓
迎
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
、
な
ん
ぐ
ん
市
場
が
山

出
地
区
で
養
殖
す
る
ア
マ
ゴ
を
活
用

し
た
、
ふ
化
か
ら
出
荷
ま
で
す
べ
て

が
町
内
で
完
結
す
る
「
純
愛
南
産
」

の
養
殖
の
仕
組
み
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。

地
域
経
済
の
循
環
モ
デ
ル
に

　
「
サ
ツ
キ
マ
ス
は
、
き
め
細
か
い

良
質
で
ほ
ど
よ
い
脂
が
の
っ
て
軟
ら

か
く
甘
み
の
あ
る
味
わ
い
。
非
常
に

お
い
し
い
」
と
愛
南
漁
協
の
岡
田
部

長
。
高
温
耐
性
の
あ
る
種
苗
研
究
や

効
率
よ
く
育
て
る
た
め
の
え
さ
の
開

発
な
ど
、
本
格
養
殖
に
向
け
て
の
課

題
は
あ
り
ま
す
が
、
異
な
る
分
野

の
組
織
が
連
携
し
な
が
ら
、
新
し
い

産
業
の
創
出
へ
挑
戦
を
続
け
て
い
ま

す
。

　

養
殖
の
過
程
を
す
べ
て
愛
南
町
内

で
担
う
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
食
材

サ
ツ
キ
マ
ス
。
岡
田
部
長
は
「
ぜ
ひ

町
の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
、
地
域

経
済
を
循
環
さ
せ
る
モ
デ
ル
を
作
り

た
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。
町
の
新

し
い
特
産
品
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る

か
、
2
回
目
の
出
荷
を
控
え
関
係
者

の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

上 / アマゴ養殖場。途切れることがない湧き水がアマ
ゴの美味しさを引き出しています
下 / なんぐん市場の田上さん。ふ化しなかったアマゴ
の卵はピンセットで丁寧に取り除きます

サツキマスの出
荷は 3月下旬か
らはじまります。
サツキマスが味
わえるお店は愛
南漁協にお問い
合わせください。
電話0895-72-

1135

愛南サツキマス養殖プロジェクトチーム
主なメンバー
前列左から愛媛大学南予水産研究センター三浦猛

たけし

教

授、同センター森優
ゆう

輝
き

さん、NPO 法人ハート in ハー

トなんぐん市場 田上純
じゅんいち

一さん、愛南漁協青年漁業

者連絡協議会中田知
とも

公
のり

会長、後列左から愛南町水産

課吉原勇
ゆう

作
さく

主事、愛南漁協鎌田達
たつ

也
や

さん、同岡田孝
たか

洋
ひろ

販売促進部長、愛南町水産課浦﨑慎
しん

太
た

郎
ろう

係長

私たちが養殖し
ていマス !
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あ
ん
な
こ
と
や
、
こ
ん
な
こ
と 

― 

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
コ
ミ
ュ

　そろそろ梅の便りが聞こえて来る
季節になった。梅の木は、花で楽しめ、
その後に果実でも楽しめる。人間に
とって、一石二鳥の花である。
　イソギンチャクは、花にたとえられ
ることがある。美しい触手を伸ばして
波に漂う姿は、風に吹かれる花のよう
に見える。動かないので海草と間違え
る人もいるが、立派な動物である。長
く伸びた触手で小さな魚やエビを捕
まえ、体の中央にある口に運んで食べ
てしまう。
　今回の写真は、触手を縮めた様子が
梅干にそっくりだったので、思わず
シャッターを切ってしまった。撮影し
た時には気付かなかったのだが、イソ
ギンチャクの口が、酸っぱい梅干を食
べた時のように、すぼまっているので
笑ってしまった。花のように見えたり、
梅干のように見えたりと、なかなか楽
しい生き物である。
　すっかり春めいてきたが、海の中の
季節は陸上よりも遅れて訪れる。その
ため、これからが冬本番である。多く
の生き物たちが冬を乗り越え、春を迎
えることができますように。
（撮影地 :新浦） 

愛南サンゴを守る会 西尾知
ともてる

照

本日!海日和!!  vol.76
「梅花と梅干」

イソギンチャクの仲間　

　「あいなん食改味まつり」（愛南町食生活改善推進協
議会主催）が平城交流センターで開催されました。
　この催しは、協議会の活動を広く知ってもらうため、
会員が日頃学んだ知識を基に料理を作り、地域住民に
披露するとともに健康づくりについて考えてもらおう
と、毎年開催されています。
　会場には各支部の会員が手分けして作った料理が並
び、参加者約90名が料理を食べながら意見を交わし
ました。味まつりに初めて参加したという浅野多

かず

子
こ

さ
ん（御荘平城）は、「とても美味しかった。こんなに
たくさんのメニュー
を一度に食べる機会
がないが、ぜひ家庭
でも作ってみたいと
思いながらいただい
た」と話し、参考に
なった様子でした。

1/

25
食を通じて健康づくり
「あいなん食改味まつり」

　今年も南宇和病院スタッフ有志が、2月12日に開
催された愛媛マラソンに出場しました。スタッフ有志
は、背中に「愛南に心ある医療を」と書かれたおそろ
いの水色のTシャツを着て、愛南町の地域医療の窮状
を少しでも県民の皆さんに知ってもらいたいという熱
い思いを背負って42.195キロを走りました。
　フィニッシュ地点では、辻浩

こう

司
じ

副院長がスタッフ手
作りのミニ横断幕を広げながらゴールしました。

2/

12
「愛南に心ある医療を」
愛媛マラソンでPR

南宇和病院スタッフ一同は、地域医療に対する熱い
思いが、いつか報われ、新しい明日を迎えることが
できることを信じて、日々がんばっています。
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1/

10
本多さん（城辺小）と中平さん（中浦小）が優秀賞受賞
「第66回社会を明るくする運動」作文コンテスト

　犯罪のない地域社会を築こうと法務省が進める「社会を明る
くする運動」作文コンテストで城辺小学校の本多亜

あ

呂
ろ

羽
は

さん（12）
と中浦小学校の中平友

ゆ

惟
い

さん（12）が優秀賞を受賞しました。
　本多さんは「私たちにできること」と題して地元の夏祭りで
広報活動を行った体験をつづり、「今年も広報活動をして社明運
動を知ってもらいたい」と力強く話しました。
　中平さんは「勇気をもってつながろう」と題して自身の体験から更生しようとする人たちが周りと心
を通わせる手段としてあいさつが大切であることを訴え、「相手のことを考えて行動できる人になりたい」
と抱負を語りました。

2/

7
第13回ぼうさい探検隊マップコンクール
町内小学校10作品が入選 !!

　㈳日本損害保険協会などが実施する「第13回小学生のぼうさい探検隊
マップコンクール」の入選作品が発表され、全国から応募のあった2,871
作品中、中浦小学校が「防災担当大臣賞」、家串小学校が「日本ユネスコ
国内委員会会長賞」を受賞するなど、町内6小学校10作品が入選を果た
しました。
　「防災担当大臣賞」を受賞した中浦小学校の「中浦っ子みんなの命守り
隊尻貝チーム」は夜の避難をテーマにナイトマップを作成。校内で行わ
れた授賞式で松岡愛

まな

美
み

さん（6年）は「昨年制作した昼の避難マップと併
せて地域の方に活用してほしい」と呼びかけました。

町内の入選作品
防災担当大臣賞

▲

中浦小学校「中浦っ子みんなの命守り隊尻貝チーム」

日本ユネスコ国内委員会会長賞

▲

家串小学校「家串スターズ」　審査員特別賞

▲

城辺小学校「城の辺守り
隊7」　佳作

▲

中浦小学校「中浦っ子みんなの命守り隊スマイルチーム」、城辺小学校「城辺ええなーし隊」、
城辺小学校「城っ子10命守り隊」、城辺小学校「城っ子防災隊」、緑小学校「樫床・大道・中緑チーム」、
船越小学校「船っ子防災キッズ」、東海小学校「東海セブンズ」

中浦小学校
中平 友惟さん

城辺小学校
本多 亜呂羽さん

家串小学校「家串スターズ」

中浦小学校「中浦っ子みんなの命守り隊尻貝チーム」

1/

15 なーしくんと楽しむスイーツに舌鼓
　「なーしくん」にちなんだお菓子が楽しめる「なーしくんのおもて
なーしスイーツフェスタ2017」が開催され、親子連れ約150人が
町内のパティシエが考案したケーキなどに舌鼓を打ちました。
　これは町の新しいお土産開発と商品のPRのために開催されたも
ので、テーブルには町特産の河内晩かん「愛南ゴールド」を使った
シュークリームや、藻塩を使ったドーナツなど30種類を超えるス
イーツが並び、来場者を楽しませました。
　鬼北町から友達と一緒に訪れた山本万

ま

里
り

さんは「どれもほどよい甘さでおいしい。愛南に来た時は必ず
買って帰りたい」と笑顔で話しました。

この日のために準備されたなーしくんのケーキ。
お子さんがなーしくんと一緒に切り分けました
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1/

30 子ども会の設立を目指して竹馬づくり 
　馬瀬集会所で地域の小学生を対象とした竹馬・竹ぽっくり作
りが行われました。老人会や地域住民らの指導のもと、子ども
たちは器用に竹馬を作り上げ、乗り方の練習などを行いました。
　主催した馬瀬地区《作って遊ぼ !～竹馬～》実行委員会の岩
上晶

あき

代
よ

さんは「地域に子どもたちがたくさんいるのに、子ども
会や子ども向けのイベントがなかった。こういったイベントを
することで、地域にいる子どもたちを知り、子どもたちを見守
りながら、交流を通じた地域活性化を図りたい」と話しました。
　参加した名村楓

ふう

馬
ま

くん（平城小6年）は「竹馬は初めて作っ
たが普段話すことのない人たちと話すことができ、楽しかった。今後も交流していたきい」と感想を述べ
ました。竹馬づくりを教えた西平信

のぶ

行
ゆき

さんは「子どもたちが喜んでいる姿を見ると、協力して良かったと
思った」と話しました。
　実行委員会では、このイベントをきっかけとして子ども会を設立し、今後も活動を続けていく予定です。

2/

12 愛南町は全推しです !
　松山市総合コミュニティセンターで「ふるさと
CM大賞えひめ’17」（愛媛朝日テレビ主催）の
審査会が行われ、愛南リポーターズが制作した「愛
南町は全推しです !」が市町会会長賞（第3位）
を受賞しました。
　作品は、数ある愛南町の特産品の中からいちお
しの特産品を決めることができないもどかしい気
持ちを「申し訳ありません」のフレーズに込めて連呼、最後に「愛南町は全推しです !」と締めくくりました。
　愛南リポーターズの國光歩

あゆみ

代表は「皆さんに楽しんでいただければ嬉しいです。来年のCMを一緒に作っ
てみたいという方も募集中です」と笑顔。審査会の様子は3月4日㈯15時から愛媛朝日テレビで放送さ
れる予定です。

2/

9 県立病院でシーボーンアートを展示

　県立南宇和病院で、ヒオウギ貝を用いたランプシェードなど
の作品展示を行う「シーボーンアート作品展」が開催されました。
　シーボーンアート愛南教室に通う15名が制作した25作品が
展示され、来院者や病院関係者が足を止めて作品を楽しみまし
た。
　同教室で作品づくりを教えている酒井やよみさんは「同じ材
料を使っても出来上がる作品が違うのが楽しい」と作品づくり
の魅力を話し、同教室代表の大石博

ひろ

美
み

さんは「あたたかい光が
灯るので、来院者の方にいやしを感じてもらいたい」と開催の
意図を話しました。

前列左から大石さん、酒井さん
後列田中千

ち

鶴
づる

さん
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　イベントを主催した実行委員会の立花弘
ひろ

樹
き

会長は「例年に比べると今
年はカキが小ぶりだったが、この時期になってだんだんと大きくなり、
今が一番美味しくなった。お客さんにぜひ愛南町のカキを堪能してもら
いたい」と話しました。

冬の味覚が勢ぞろい
　ブリやマグロ、ヒオウギ貝
などの水産物、ひがしやま、
ブロッコリー、ポンカンなど
の農産物、じゃこ天・じゃこ
カツや鯛めしなどの郷土料理
など、さまざまな物産販売が
行われ、賑やかなイベントと
なりました。

2/

5 愛南の冬の味覚が勢ぞろい !　うまいもん市inあいなん2017
　愛南町の冬の味覚を一堂に味わうことができるイベント
「うまいもん市 inあいなん2017」（愛南食のイベント実行委
員会主催）が、南レクロッジ前駐車場で開催されました。
　当日はあいにくの雨にも関わらず、カキ食べ放題コーナー
には予約受付開始前から行列ができるなど、たくさんの方が
来場しました。

愛南のカキを堪能
　カキ食べ放題のほかにも、カキ汁の無料
配布や、カキフライ、殻付・むき身のカキ販
売、カキの数当てクイズなどが行われ、カキ
の魅力いっぱいのイベントとなりました。
　松前町から家族4人で訪れた林幸

ゆき

哉
や

く
んは「カキご飯が美味しかった」と話し、
宿毛市から友達と2人で訪れた長尾多

た

加
か

子
こ

さんは「初めて参加したがカキがぷりぷ
りで美味しかった。焼きながら食べるのが
良いですね」と満足した様子でした。

カキのすくい取りに挑戦 !
たくさん取れたかな?

カキの食べ放題に大満足 !

餅つき体験に笑顔ヒオウギ貝の浜焼き

カキ汁は約2千人分を
用意しておもてなし
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

地
域
防
災
力
の
向
上
を
め
ざ
し
て
消
防
出
初
式
を
挙
行
し
ま
し
た

「ヒカンザクラの咲く頃」
愛南町船越
濱本秀

ひで

雄
お

さん

愛
南
町
公
共
交
通
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
６
入
賞
発
表

「梅香るヘアピンカーブ」
愛南町久良

中川八
や ち よ

千代さん

消
防
本
部
か
ら

　

町
内
５
方
面
隊
18
分

団
か
ら
約
４
０
０
人
の
消

防
団
員
が
参
加
し
、「
平

成
29
年
愛
南
町
消
防
出
初

式
」
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
出
初
式
は
、
天

候
不
良
に
よ
り
２
年
続
け

て
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で

の
実
施
と
な
り
ま
し
た

が
、団
員
一
同
、鷹
野
正ま
さ

志し

団
長
の
訓
示
に
気
持
ち
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
団
活
動
に

功
労
の
あ
っ
た
団
員
に
対

し
て
表
彰
の
授
与
と
感
謝

状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

総
務
課
か
ら

　

愛
南
町
内
を
運
行
す
る
路
線
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
を

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
こ
う
と
実
施
し
た
「
愛
南
町
公
共

交
通
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
６
」
の
入
賞
作
品
が
決

ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
平
成
29
年
愛
南
町
消
防
出
初
式 

被
表
彰
者（
敬
称
略
）】

日
本
消
防
協
会
長
表
彰（
伝
達
）

　

●
功
績
章

　
　

城
辺
方
面
隊　

方
面
隊
長　

木
村
し
ゅ
ん
す
け

俊
介

　

●
精
績
章

　
　

内
海
方
面
隊　

副
方
面
隊
長　

前
田　

淳
あ
つ
し

　
　

城
辺
方
面
隊　

副
方
面
隊
長　

山
上
良よ
し

人と

　

●
勤
続
章

　
　

消
防
団
本
部　

団
長　

鷹
野
正ま
さ

志し　

ほ
か
７
名

愛
媛
県
知
事
表
彰

　

●
功
労
章

　
　

城
辺
方
面
隊　

第
２
分
団　

分
団
長　

清せ
い
と
う

和か
ず

也や　

ほ
か
５
名

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

●
功
績
章

　
　

御
荘
方
面
隊　

第
４
分
団　

副
分
団
長　

丸
永
良よ
し

廣ひ
ろ　

ほ
か
３
名

　

●
勤
続
章

　
　

西
海
方
面
隊　

第
３
分
団　

分
団
長　

吉
田
真し
ん

一い
ち　

ほ
か
40
名

愛
媛
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

　

●
家
族
内
助
の
功
労
者

　
　

御
荘
方
面
隊　

坂
本
譲じ
ょ
う
じ司　

方
面
隊
長
夫
人　

坂
本
浩ひ
ろ

已み

愛
南
町
長
表
彰

　

●
個
人
表
彰

　
　

内
海
方
面
隊　

第
２
分
団　

団
員　

山
本
知と
も

宏ひ
ろ　

ほ
か
９
名

　

●
団
体
表
彰

　
　

御
荘
方
面
隊　

第
１
分
団　

平
城
支
部

　
　

一
本
松
方
面
隊　

第
２
分
団　

上
大
道
支
部

愛
南
町
消
防
団
長
表
彰

　
　

一
本
松
方
面
隊　

第
３
分
団　

団
員　

シ
ョ
ー
ト 

ア
ー
ロ
ン　

ほ
か
17
名
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愛
南
町
の
水
道
事
業
が
一
つ
に
な
り
ま
す

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

愛
南
町
水
道
事
業
運
営
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

水
道
課
か
ら

　

愛
南
町
で
は
上
水
道
事
業
と
簡
易

水
道
事
業
の
二
つ
の
事
業
を
運
営
し

て
い
ま
す
。
こ
の
２
つ
の
事
業
が
平

成
29
年
４
月
１
日
か
ら
１
つ
の
水
道

事
業
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
統
合
は
、
簡
易
水
道
事
業

を
上
水
道
事
業
へ
統
合
す
る
簡
易
水

道
事
業
統
合
計
画
書
に
基
づ
い
て
実

施
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
事
業
に

伴
う
手
続
き
等
の
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

税
務
課
か
ら

　

縦
覧
制
度
と
は
、
納
税
者（
納
税
義

務
者
の
う
ち
、
免
税
点
未
満
で
課
税

さ
れ
な
い
方
を
除
く
。）ご
本
人
の
固

定
資
産
の
価
格
が
適
正
か
ど
う
か
を

判
断
す
る
た
め
に
、比
較
し
た
い
土
地

ま
た
は
家
屋
の
価
格
を
縦
覧
帳
簿
で

確
認
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

は
、
町
内
に
所
在
す
る
土
地
ま
た
は

家
屋
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税

を
納
税
す
る
方
が
、
比
較
し
た
い
土

地
ま
た
は
家
屋
の
地
番
を
指
定
し
、

縦
覧
期
間
中
に
限
り
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
新
た
に
口
座
振
替
等
の
手
続
き
は

不
要
で
す
。

●
送
付
済
み
の
納
付
書
は
使
用
で
き

ま
す
。

●
水
道
料
金
の
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

今
後
は
１
つ
の
水
道
事
業
と
し
て

維
持
管
理
体
制
の
強
化
や
危
機
管
理

体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
、
安
心

安
全
な
水
道
水
を
安
定
し
て
供
給

し
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

水
道
課
か
ら

職
務
の
内
容

愛
南
町
水
道
事
業
の
運
営
審
議

報
酬
等
の
条
件

日
額
７
，０
０
０
円

公
募
人
数

４
名
（
委
員
定
数
10
名
）

任
期

２
年（
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
）

応
募
資
格

町
内
在
住
者
で
20
歳
以
上
の
者

募
集
期
間

３
月
10
日
㈮
〜
３
月
27
日
㈪

申
込
み
・
問
合
せ　

水
道
課 

℡
７
２
―

０
８
３
５

縦
覧
方
法
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
所
在
・
地
番
・
地
目
・
地
積
・
価
格
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
所
在
・
家
屋
番
号
・
種
類
・
構
造
・
建
築
年
・
床
面

積
・
価
格
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

縦
覧
期
間

４
月
３
日
㈪
〜
５
月
１
日
㈪ 

８
時
30
分
〜
17
時

※
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く

縦
覧
場
所

本
庁
税
務
課

縦
覧
で
き
る
人

・
町
内
に
所
在
す
る
土
地
ま
た
は
家
屋
に
対
し
て
課

す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
者
及
び
そ
の
同
一
世
帯

で
生
計
を
一
に
す
る
親
族

・
納
税
管
理
人

・
納
税
者
に
委
任
を
受
け
た
代
理
人(

委
任
状
が
必

要
で
す
。）

持
参
す
る
も
の

・
印
鑑

・
納
税
通
知
書
ま
た
は
運
転
免
許
証
等
、
本
人
で
あ

る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の

縦
覧
の
目
的
が
制
度
以
外
の
目
的
と
思
わ
れ
る
場
合
、
縦
覧
を
お
断
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
縦
覧
期
間
以
外
は
、
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
公
開
は
一
切
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

税
務
課 
℡
７
２
―

７
３
０
１
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

平
成
29
年
度
一
時
保
育
利
用
の
ご
案
内

保
健
福
祉
課
か
ら

明
る
い
選
挙
、き
れ
い
な
選
挙
、み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

　

平
成
29
年
４
月
23
日
任
期
満

了
の
愛
南
町
議
会
議
員
選
挙
は

４
月
４
日
㈫
告
示
、
９
日
㈰
が

投
票
日
で
す（
議
員
定
数
は
16

名
）。

【
期
日
前
投
票
に
つ
い
て
】

　

当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
で
お
出
か
け
の
場
合
は
、
４

月
５
日
㈬
か
ら
期
日
前
投
票
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
当
日
、
選

挙
権
が
あ
る
方
で
、
入
場
券
が

万
一
お
手
元
に
届
か
な
か
っ
た

り
、
紛
失
さ
れ
た
り
し
た
場
合

は
、
入
場
券
が
な
く
て
も
投
票

が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
の
際

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

期
日
前
投
票
の
期
間
と
場
所

身体障害者
手帳

障害名 １級 ２級 ３級
両下肢、体幹、移動機能の
障害 ○ ○

心臓、じん臓、呼吸器、ぼ
うこう、直腸、小腸の障害 ○ － ○

免疫の障害 ○ ○ ○

戦傷病者
手帳

障害名 特別
項症

第１
項症

第２
項症

第３
項症

両下肢、体幹の障害 ○ ○ ○
心臓、じん臓、呼吸器、ぼ
うこう、直腸、小腸の障害 ○ ○ ○ ○

介護保険の被保険者証 要介護状態区分「要介護５」

期
間
４
月
５
日
㈬
〜
８
日
㈯

時
間
８
時
30
分
〜
20
時

場
所

愛
南
町
役
場
本
庁

DE
・
あ
・
い
・
21

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

一
本
松
支
所

西
海
支
所

は
、上
表
の
と
お
り
で
す
。期
日

前
投
票
は
、
本
庁
・
各
支
所
の

ど
こ
で
も
投
票
が
で
き
ま
す
。

【
投
票
日
当
日
の
投
票

終
了
時
間
に
つ
い
て
】

　

投
票
日
当
日
は
、
終
了
時
間

を
午
後
７
時
に
繰
上
げ
し
て
い

る
投
票
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
入
場
券

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者

投
票
に
つ
い
て
】

　

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持

ち
の
方
又
は
介
護
保
険
の
要
介

護
状
態
区
分
が
下
表
に
該
当
す

る
方
は
、
郵
便
等
に
よ
る
自
宅

で
の
投
票
が
で
き
ま
す
。
事
前

に
ご
家
族
の
方
が
身
体
障
害
者

手
帳
等
を
持
参
し
て
、
証
明
書

の
交
付
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

　

愛
南
町
選
挙
管
理
委
員
会

 

℡
７
２
―

１
２
１
１

　

愛
南
町
で
は
、
子
育
て
家
庭
を
応
援
す
る
た

め
、
緑
保
育
所
で
一
時
保
育
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
保
護
者
の
傷
病
、
入
院
、
家
族
の
看
護
な

ど
緊
急
を
要
す
る
と
き
や
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
集

団
保
育
の
体
験
、
兄
弟
の
学
校
行
事
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
ど
の
理
由
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
平
成

29
年
４
月
か
ら
一
時
保
育
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
登
録
申
請
が
必
要
で
、
受
付
は
３
月
か
ら

行
い
ま
す
。

　
（
申
請
書
は
保
健
福
祉
課
・
各
支
所
・
町
内
の

保
育
所
・
幼
稚
園
に
用
意
し
て
い
ま
す
。）

　

一
時
保
育
を
上
手
に
活
用
し
、
子
育
て
ラ
イ
フ

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

実
施
保
育
所　

緑
保
育
所 

℡
７
２
―

０
８
９
７

対
象
乳
幼
児　

保
育
所
に
入
所
し
て
い
な
い
満
１

歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
集
団
保
育
が
可
能

な
乳
幼
児

利
用
登
録
の
手
順

①
緑
保
育
所
に
面
接
日
予
約
の
電
話

②
緑
保
育
所
に
申
請
書
を
提
出
。
同
時
に
乳
幼
児

　

同
伴
で
面
接

③
審
査
、
決
定

④
保
護
者
に
承
諾
書
等
を
送
付

利
用
申
込
み　

承
諾
書
に
記
載
の
あ
る
「
登
録
番

号
」
に
よ
り
、
緑
保
育
所
に
電
話
等
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。
※
利
用
日
数
や
保
育
料
等
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２
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表１　三輪・四輪の軽自動車の税額

グリーン化特例（軽課）の対象となる車両は下記のとおりです。

グリーン化特例対象車の税額

車　種

①現行税額 ②新税額 ③重課税額

平成27年3月31
日までに新規登
録した車両

平成27年4月1
日以降に新車登
録した車両

新規登録後、
13年経過した
車両

軽四輪
貨物

営業用 3,000円 3,800円 4,500円

自家用 4,000円 5,000円 6,000円

軽四輪
乗用

営業用 5,500円 6,900円 8,200円

自家用 7,200円 10,800円 12,900円

軽三輪 3,100円 3,900円 4,600円

軽減割合 対象車両

75％軽減 電気自動車等（電気自動車及び天然ガス自動車）

50％軽減
軽自動車の場合Ｈ32年度燃費基準＋20％達成車

軽自動車の場合Ｈ27年度燃費基準＋35％達成車

25％軽減
軽自動車の場合Ｈ32年度燃費基準達成車

軽自動車の場合Ｈ27年度燃費基準＋15％達成車

車　種
税　額

基準税額 75％軽減 50％軽減 25％軽減

軽三輪 3,900円 1,000円 2,000円 3,000円

軽
四
輪

乗
用

営業用 6,900円 1,800円 3,500円 5,200円

自家用 10,800円 2,700円 5,400円 8,100円

貨
物

営業用 3,800円 1,000円 1,900円 2,900円

自家用 5,000円 1,300円 2,500円 3,800円

同
じ
車
種
で
も
税
額
が
変
わ
り
ま
す

第
７
回
愛
南
町
水
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
し
た

税
務
課
か
ら

　

三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
に
つ
き
ま
し
て

は
、
初
度
検
査
年
月（
車
検
証
に
記
載
し
て

い
ま
す
）に
よ
っ
て
同
じ
車
種
で
も
税
額
が

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
初
度
検
査
年
月
が
平
成

16
年
４
月
〜
平
成
27
年
３
月
の
車
両
は
①
現

行
税
額
、
平
成
27
年
４
月
以
降
の
車
両
は
②

新
税
額
、
平
成
16
年
３
月
以
前
の
車
両
は
③

重
課
税
額
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
税
額

に
つ
い
て
は
表
１
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
度（
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
）に
新
規
登
録
を

し
た
一
定
の
性
能
を
有
す
る
三
輪
・
四
輪
の

軽
自
動
車
に
つ
い
て
、
そ
の
燃
費
性
能
に
応

じ
た
グ
リ
ー
ン
化
特
例（
軽
課
）が
平
成
29
年

度
課
税
分
の
み
適
用
さ
れ
ま
す
。

バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
等
の
廃
車
、名
義
変
更

は
３
月
31
日
㈮
ま
で
に
！

　

使
用
し
て
い
な
い
バ
イ
ク
、
軽
自
動
車
等

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

平
成
29
年
４
月
１
日
時
点
で
、
原
付
バ

イ
ク
・
軽
自
動
車
等
を
所
有
し
て
い
る
方
に

は
、
平
成
29
年
度
の
軽
自
動
車
税
が
か
か
り

ま
す
。
す
で
に
廃
車
し
た
、人
に
譲
っ
た
、ま

た
は
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
な
ど
で
、ま
だ
廃

車
手
続
き
ま
た
は
名
義
変
更
手
続
き
を
行
っ

て
い
な
い
方
は
、平
成
29
年
３
月
31
日
㈮
ま

で
に
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ  

税
務
課 

℡
７
２
―

７
３
０
１

水
産
課
か
ら

　

第
７
回
愛
南
町
水
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
２
月

４
日
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し

た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
愛
媛
大
学
南
予
水

産
研
究
セ
ン
タ
ー
が
平
成
24
年
度
か
ら
５
カ

年
間
研
究
し
て
き
た
、「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
る
成
果
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

報
告
さ
れ
た
の
は
、
近
年
多
発
す
る
赤
潮

や
魚
病
を
早
期
に
解
析
で
き
る
遺
伝
子
解
析

シ
ス
テ
ム
や
新
養
殖
魚
「
ス
マ
」
の
完
全
養

殖
技
術
の
確
立
な
ど
５
つ
の
研
究
成
果
で

す
。
ま
た
地
域
と
共
に
輝
く
大
学
を
め
ざ
す

南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
方
向
性

や
学
生
の
卒
業
論
文
も
発
表
さ
れ
、
水
産
業

の
今
後
を
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。



p14広報あいなん 2017.3

町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

  

税
務
課
等
か
ら

３
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

国

民

健

康

保

険

税

10期分/
10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

9期分/
9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、

ま
ず
督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し

て
い
ま
す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す

と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益

費
、
駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当

月
分
が
月
末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用

料
の
振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振

替
日
は
翌
月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と

な
り
ま
す
。

平
成
29
年
４
月
分
か
ら
の
、

国
民
年
金
保
険
料
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い
」を
開
催
し
ま
す

町
民
課
か
ら

今
月
の
社
会
保
険
・

 

年
金
一
日
相
談（
予
約
制
）

 

○
３
月
17
日
㈮

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ　

宇
和
島
年
金
事
務
所

　

お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　

電
話
受
付
対
応
時
間

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

国
民
年
金
保
険
料
を
前
納
す
る
と

割
引
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
月
納
め

る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、納
め
忘
れ
の

防
止
や
、金
融
機
関
に
行
く
手
間
と
時

間
を
省
く
た
め
、１
年
間
あ
る
い
は
一

定
期
間
ま
と
め
て
納
め
る
前
納
制
度

を
ご
利
用
で
き
ま
す
。
国
民
年
金
を

前
納
す
る
と
割
引
が
あ
り
ま
す
。

○
現
金
納
付
の
場
合

・
４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
付
案
内
書
に
入
っ

て
い
る
「
前
納
納
付
書
」
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。（
納
付
期
限
は

平
成
29
年
４
月
末
日
）

・
５
月
以
降
の
前
納
も
で
き
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
納
付
書
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
お
近
く
の
年
金
事

務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
申
込
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
前

納
に
な
り
ま
す
。）

【
平
成
29
年
４
月
分
〜

平
成
30
年
３
月
分
】

１
か
月
ず
つ
納
付

　
　

１
９
７
，８
８
０
円

　
（
１
６
，４
９
０
円
×
12
か
月
）

ま
と
め
て
12
か
月
納
付

　
　

１
９
４
，３
７
０
円

　
（
12
か
月
前
納

　
　
　
　
　

割
引
額
３
，５
１
０
円
）

ま
と
め
て
６
か
月
納
付 

　
　
　

９
８
，１
４
０
円

　
（
６
か
月
前
納 

　
　
　
　
　

割
引
額
８
０
０
円
）

問
合
せ　

　
宇
和
島
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　
　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４

　

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

人
権
啓
発
室
か
ら

　

す
べ
て
の
人
権
問
題
を
解
消
し
、

明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
こ
と
を

目
的
に
「
人
権
を
考
え
る
町
民
の
集

い
」
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
18
日
㈯

　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー 

ホ
ー

ル内
容　

講
演
「
歌
と
語
り
の
あ
っ
た

か
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

講
師　

m
on(

モ
ン)

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
７
３
年
大
分
県
大
分
市
生
ま

れ
。
福
岡
県
糸
島
市
在
住
。
二
人
の

子
を
も
つ
子
育
て
シ
ン
ガ
ー
。

　

叔
父
の
「
に
し
き
の
あ
き
ら
」
に

憧
れ
て
、
幼
少
の
頃
か
ら
歌
手
に
な

る
こ
と
を
決
意
し
、
音
楽
活
動
を
ス

タ
ー
ト
す
る
。
子
を
亡
く
し
た
悲
し

み
、
い
じ
め
を
受
け
た
経
験
か
ら
気

付
け
た
「
い
の
ち
」
の
大
切
さ
な
ど

を
歌
と
語
り
で
伝
え
て
い
る
。

　

現
在
、
小
・
中
・
高
等
学
校
、

ホ
ー
ル
を
中
心
に
年
間
約
１
６
０
箇

所
で
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
を
展
開
中
。

問
合
せ　

人
権
啓
発
室

　

 

℡
７
２
―

１
５
３
０

平
成
29
年
４
月
か
ら

１
か
月
の
国
民
年
金
保
険
料
額

　
　

１
６
，４
９
０
円

(

平
成
28
年
度
保
険
料
額

　

１
６
，２
６
０
円
か
ら

２
３
０
円
引
き
上
げ)
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地
域
の
見
守
り
役
と
し
て
郵
便
局
と
協
定

子
育
て
広
場
移
転
の
お
知
ら
せ

「
ひ
な
ま
め
作
り
体
験
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

「
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
愛
南
！
夏
の
陣
〜
海
と
山
を
喰
ら
う
〜
」

の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す

総
務
課
か
ら

　

町
と
町
内
郵
便
局
な
ど
は
２
月
１

日
、「
地
域
に
お
け
る
協
力
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
郵
便
局
員
が
業
務

中
に
町
内
で
住
民
の
異
変
な
ど
に
気

付
い
た
り
、
道
路
等
の
異
常
を
発
見

し
た
場
合
や
不
法
投
棄
と
思
わ
れ
る

廃
棄
物
を
見
付
け
た
際
に
、
町
に
情

保
健
福
祉
課
か
ら

　
「
こ
ぶ
た
た
ん
ぽ
ぽ
ポ
ケ
ッ
ト
と

ん
ぼ
」
の
子
育
て
広
場
が
平
成
29
年

２
月
か
ら
旧
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
城
辺
支

所
へ
移
転
し
ま
し
た
。

　

新
拠
点
「
こ
ぶ
た
の
お
家
」
で
子

育
て
の
息
抜
き
や
親
子
体
験
交
流
、

講
習
会
な
ど
様
々
な
活
動
を
通
じ

て
、
一
緒
に
子
育
て
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ  

　

こ
ぶ
た
た
ん
ぽ
ぽ

　

ポ
ケ
ッ
ト
と
ん
ぼ℡７

３
―

７
３
２
１

 

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

報
提
供
す
る
こ
と
で
、
住
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
つ
く
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
協

定
に
は
、
町
内
12
の
郵
便
局
と
集
配

を
管
轄
す
る
宇
和
島
郵
便
局
が
参
画

し
て
い
ま
す
。
代
表
し
て
協
定
書
に

署
名
し
た
釣
井
正ま
さ

彦ひ
こ

中
浦
郵
便
局
長

は
「
何
か
異
変
が
あ
れ
ば
情
報
提
供

し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
っ

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
清
水
雅ま
さ

文ふ
み

町
長
は
「
町
や
町
民
に
と
っ
て
あ
り

が
た
い
こ
と
で
、
心
強
い
。
色
々
と

手
助
け
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
感

謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

問
合
せ

　

総
務
課 
℡
７
２
―

１
２
１
１

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
で
は
、「
ひ
な
ま
め
作
り

体
験
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

大
人
も
子
ど
も
も
大
好
き
な
「
ひ
な

ま
め
」
を
家
族
や
友
人
と
一
緒
に
楽

し
く
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

日
時　

３
月
12
日
㈰ 

10
時
か
ら

場
所　

農
家
民
宿
「
花
ご
よ
み
」

　
　
　
（
城
辺
甲
４
８
７
７
）

定
員　

10
名（
先
着
順
）

体
験
料　

１
人　

１
，０
０
０
円

申
込
締
切　

３
月
９
日
㈭
ま
で

問
合
せ　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

 

℡
７
２
―

７
３
１
１

　

５
月
28
日
㈰
に
愛
南
漁
協
御
荘
支

所（
御
荘
平
城
長
崎
埋
立
地
）で
開
催

す
る
「
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
愛
南
！
夏
の

陣
〜
海
と
山
を
喰
ら
う
〜
」の
出
店

者
を
募
集
し
ま
す
。
申
込
方
法
や
締

切
り
等
、
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
店
資
格

⑴
特
産
品
コ
ー
ナ
ー 

町
内
産
品
を

取
り
扱
う
町
内
商
店
・
生
産
者
等

⑵
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー 
特
産
品
以
外

の
販
売
を
行
う
事
業
者(

綿
菓
子
、

金
魚
す
く
い
な
ど)

⑶
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
コ
ー
ナ
ー 

キ
ッ

チ
ン
カ
ー
で
営
業
を
行
う
事
業
者

※
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
昨
年
ま
で

「
愛
南
び
や
び
や
祭
り
」
と
し
て
開

催
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

問
合
せ　

　

商
工
観
光
課
内 

　

愛
南
食
の
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

　

事
務
局

 

℡
７
２
―

７
３
１
５

商
工
観
光
課
か
ら
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

住
民
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す

保
健
福
祉
課
か
ら

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
と
れ
て
い
ま
す
か
？

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
一
斉
送
付
・
更
新
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

「主食」、「主菜」、「副菜」を
そろえてバランスよく

「主食」…ごはん、パン、麺類
など

「主菜」…魚、肉、卵、大豆製
品など

「副菜」…野菜、きのこ、海藻
など1食に1皿以上、
1日5皿以上

「汁物」…1日2杯以内、具たく
さんで減塩に

「牛乳、乳製品」…１日に１品
「果物」…ぎゅっと握ったこぶ

し1個分

５
歳
児
健
診
歯
科
表
彰

　

町
で
は
、
５
歳
児
健
康
診
査
で
、

む
し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お
子
さ
ん

を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

１
月
に
実
施
し
ま
し
た
５
歳
児

健
診
で
は
16
名
の
受
診
者
の
中
で

９
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
歯
磨
き
を

し
て
、き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

脇
田　

翔か
け
る琉
く
ん
柏

本
田　

陽ひ

栞お
り

ち
ゃ
ん

御
荘
平
城

猪
野　

武た
け

史ふ
み

く
ん
中
浦

澤
近　

青あ
お

空ぞ
ら

く
ん
城
辺
甲

松
下　

潤う
る

花か

ち
ゃ
ん

久
良

久
徳　

大ひ
ろ

夢む

く
ん
城
辺
甲

山
口　

智と
も

也や

く
ん
広
見

清
水　

彩あ
や

祢ね

ち
ゃ
ん

増
田

蕨
岡　
　

凛り
ん

ち
ゃ
ん

正
木

申
込
み
・
問
合
せ

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

職
務
の
内
容

愛
南
町
健
康
増
進
計
画
策
定
に
関
す
る
こ
と

報
酬
等
の
条
件

事
業
謝
礼　

１
０
，０
０
０
円

公
募
人
数

５
名

任
期

委
嘱
の
日
か
ら
１
年
間

応
募
資
格

町
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
方

募
集
期
間

３
月
６
日
㈪
〜
３
月
31
日
㈮

保
健
福
祉
課
か
ら

　

私
達
の
身
体
は
、
生
き
て
い
く
た

め
に
色
々
な
栄
養
素
が
必
要
で
す
。

毎
食
、
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
そ
ろ

え
、
さ
ら
に
１
日
１
回
、
牛
乳
・
乳

製
品
と
果
物
を
摂
る
こ
と
で
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
町
で
行
っ
て
い
る
、
健

康
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
毎
食
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事（
主
食
・
主

町
民
課
か
ら

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
29

年
３
月
31
日
で
す
。
新
し
い
被
保
険

者
証
は
３
月
下
旬
に
普
通
郵
便
で
送

付
し
ま
す
。

※
簡
易
書
留
で
の
郵
送
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
町
民
課
ま
た
は
各
支
所
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
修
学
の
た
め
町
外
に
転
出
し
て
い
る

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
へ
】

　

現
在
、
修
学
の
た
め
町
外
に
転
出

し
て
い
る
方
で
、
引
き
続
き
修
学
の

必
要
が
あ
る
場
合
は
更
新
手
続
き
が

必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の　

在
学
証
明
書（
証

明
書
の
日
付
は
平
成
29
年
４
月
１
日

以
降
の
も
の
）、
個
人
番
号
カ
ー
ド

ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書

類
、
被
保
険
者
証
、
印
鑑

※
修
学
が
終
了
し
た
場
合
も
届
出
が

必
要
で
す
の
で
、
町
民
課
ま
た
は
各

支
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

保
健
福
祉
課
か
ら

菜
・
副
菜
が
そ
ろ
っ
た
食
事
）が
出

来
て
い
る
と
答
え
た
人
は
22
・
１
％

で
し
た
。
普
段
の
食
事
選
び
で
は
い

つ
も
同
じ
よ
う
な
も
の
や
好
き
な
も

の
を
摂
り
が
ち
で
す
。
１
日
20
〜
30

品
目
を
目
標
に
、
ゆ
っ
く
り
噛
ん
で

腹
８
分
目
に
し
、
い
ろ
ん
な
種
類
の

食
品
を
ま
ん
べ
ん
な
く
少
し
ず
つ
食

べ
ま
し
ょ
う
。
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が
ん
ば
れ
！
愛
媛
Ｆ
Ｃ
！

　無料で弁護士が相談を
お受けします。
　１回の相談人数は８人
までで事前に予約が必要
です。定員に達した場合は
受付を終了します。
 ３月２１日㈫14時～16時
　御荘老人福祉センター

無料法律相談

　無料で民生児童委員２
名が日常生活でかかえる
心配ごとの相談をお受け
します。
 ３月８日㈬14時～16時
　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1251）まで
お問い合わせください。

野
菜
の
種
苗
代
を
補
助
し
て
い
ま
す

愛
媛
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
連
携
訓
練
を
実
施

愛
媛
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
か
ら
の
お
知
ら
せ

消防隊とヘリの乗務員が協力
して傷病者をヘリに運びます

生
涯
学
習
課
か
ら

　

今
年
も
、
ニ
ン
ジ
ニ
ア
ス
タ
ジ
ア

ム（
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
）

で
愛
南
町
の
マ
ッ
チ
タ
ウ
ン
ゲ
ー
ム

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　

３
月
19
日
㈰

　
　
　

15
時
キ
ッ
ク
オ
フ

対
戦
相
手 

【
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
】

入
場
料　

愛
南
町
に
お
住
ま
い
で
、

高
校
生
以
下
の
児
童
・
生
徒
の
方

は
無
料
、
一
般
の
方
は
Ｂ
自
由
席

（
バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
）で
お
一
人
様
１
，

０
０
０
円（
通
常
前
売
２
，０
０
０
円
）

で
観
戦
で
き
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
は
、

生
涯
学
習
課
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
お
気
軽
に
申
込

み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
２

農
林
課
か
ら

　

町
内
の
野
菜
産
地
化
対
策
と
し

て
、な
す
、お
く
ら
、ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
、
そ
ら
ま
め
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

セ
ッ
ト
た
ま
ね
ぎ
の
種
苗
代
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

対
象　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
農
業

者
で
、
町
内
の
農
地
で
出
荷
を
目
的

に
作
付
け
を
行
っ
た
種
苗
費

補
助
率　

種
苗
購
入
費
の
２
分
の
１

以
内

条
件　

原
則
農
協
で
購
入
し
た
種
苗

で
あ
る
こ
と
・
出
荷
を
行
っ
て
い
る

こ
と 

等　

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

え
ひ
め
南
農
協
南
宇
和
営

農
セ
ン
タ
ー 

℡
７
２
―

１
１
２
１

　

農
林
課 

℡
７
２
―

７
３
１
１

消
防
本
部
か
ら

　

２
月
７
日
に
愛
南
町
消
防
本
部
と

愛
媛
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
連
携
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
愛
媛
県
が
運

用
す
る
救
急
医
療
に
必
要
な
医
療

機
器
等
を
搭
載
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
、
救
急
現
場
等
に
医
師
と
看
護
師

を
派
遣
し
て
速
や
か
に
初
期
治
療
を

行
い
、
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
こ
と

で
救
命
率
の
向
上
や
後
遺
症
の
軽
減

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

連
携
訓
練
は
、
住
民
か
ら
の
救
急

要
請
に
伴
っ
て
、
愛
南
町
消
防
本
部

か
ら
愛
媛
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
へ
出
動

を
要
請
す
る
想
定
で
行
い
ま
し
た
。

実
際
に
県
立
中
央
病
院
を
飛
び
立
っ

た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
約
40
分
後
に
城

辺
芝
球
技
場
に
到
着
す
る
と
、
降
り

立
っ
た
医
師
が
救
急
車
内
で
応
急
処

置
を
施
し
、
消
防
隊
が
ヘ
リ
の
乗
務

員
と
協
力
し
な
が
ら
傷
病
者
を
ヘ
リ

に
収
容
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
乗
務
員
や
医
師
か
ら
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
機
体
や
機
内
に
搭
載

し
て
い
る
医
療
機
器
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
訪
れ
た
医
師
や
消
防
関
係

者
ら
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

問
合
せ  

愛
南
町
消
防
本
部 

庶
務
課

 

℡
７
２
―

０
１
１
２

・
ご
家
族
の
同
乗
に
つ
い
て

　

機
体
の
重
量
制
限
等
の
た
め
、
ご
家
族
の
同
乗
は
原
則
ご
遠
慮
い
た
だ
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

・
費
用
に
つ
い
て

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動
に
伴
う
費
用（
ヘ
リ
の
燃
料
代
等
）に
つ
い
て
は
、

患
者
さ
ん
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
医
師
が
救
急
現
場
や
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
内
で
行
っ
た
医
療
行
為
に
つ
い
て
は
、
保
健
医
療
制
度
に
基
づ
き
医

療
費
が
か
か
り
ま
す
。
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あいなん
　　掲示板

　

南
宇
和
森
林
組
合
で
は
、
作
業
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

業
務
内
容
や
勤
務
条
件
等
、
詳
し
く
は
組
合

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
.m
in
am
iu
w
a-sh

in
rin
.co
m
/

問
合
せ　

　

南
宇
和
森
林
組
合 

℡
７
２
―

１
８
４
２

宇
和
島
税
務
署
か
ら

お
済
み
で
す
か 

確
定
申
告

お知
らせ

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
か
ら

職
員
を
募
集
し
ま
す

お知
らせ

　

確
定
申
告
は
、
も
う
お
済
み
で
す

か
。
ま
だ
済
ま
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。
期
限
を
過

ぎ
て
申
告
や
納
税
を
さ
れ
ま
す
と
、

本
税
の
ほ
か
に
加
算
税
や
延
滞
税
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
と
納
税
は
期
限
内
に

　

確
定
申
告
に
よ
る
申
告
と
納
税
の

期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

期
限
内
に
申
告
と
納
税
を
お
済
ま

せ
く
だ
さ
い
。

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
15
日
㈬

　

贈
与
税　
　
　
　
　

３
月
15
日
㈬

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
31
日
㈮

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
と

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
、
期
限

内
に
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
兼

納
付
書
送
付
依
頼
書
」
を
提
出
す
る

こ
と
に
よ
り
、
振
替
納
税
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
は
、
あ

ら
か
じ
め
届
け
出
た
預
貯
金
口
座
の

残
高
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。  

　

振
替
日　

所
得
税
及
び
復
興
特
別

所
得
税　
　
　
　
　
　

４
月
20
日
㈭

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
25
日
㈫

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

　

所
得
税
及
び
贈
与
税
の
確
定
申
告

書
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
28
年
分

以
降
の
申
告
書
か
ら
、
消
費
税
の

確
定
申
告
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
28
年
１
月
１
日
以
降
に
開
始
す
る

課
税
期
間
に
係
る
申
告
書
か
ら
、
申

告
さ
れ
る
ご
本
人
や
控
除
対
象
配
偶

者
、
扶
養
親
族
及
び
事
業
専
従
者
な

ど
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
、
申

告
さ
れ
る
ご
本
人
の
本
人
確
認
書
類

の
提
示
又
は
写
し
の
添
付
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郵
送
な
ど
に
よ
る
提
出
の

際
に
は
本
人
確
認
書
類
の
写
し
の
添

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

※【
本
人
確
認
書
類
の
例
】

例
１　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
（
表
面
と
裏
面
の
両
方
）

例
２　

通
知
カ
ー
ド
＋
運
転
免
許
証 

な
ど

　

ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

宇
和
島
税
務
署　

宇
和
島

市
堀
端
町
１
番
38
号 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
５
１
１

南
宇
和
森
林
組
合
か
ら

愛
南
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す

募集
します

　

城
辺
み
し
ま
荘
で
は
、
管
理
宿

直
員
１
名
、
臨
時
介
護
職
員
１
名
、

パ
ー
ト
調
理
員
１
名
、
一
本
松
荘
で

は
管
理
宿
直
員
１
名
を
募
集
し
ま

す
。
勤
務
条
件
等
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

　

３
月
13
日
㈪
17
時
15
分
ま
で

提
出
書
類　

履
歴
書
、
免
許
保
持
者

は
免
許
証
写
し
を
受
付
期
間
内
に
城

辺
み
し
ま
荘
・
一
本
松
荘
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

城
辺
み
し
ま
荘 

℡
７
０
―

１
１
７
５

　

一
本
松
荘 

℡
８
４
―

３
５
８
８

職
種

人
数

勤
務
内
容

勤
務
地

管
理
宿
直
員

２
人

夜
間
の
巡
回
、
電
話
対
応
な
ど

宿
直
業
務

城
辺
み
し
ま
荘

一
本
松
荘

介
護
職
員

１
人

食
事
・
排
泄
・
入
浴
介
助
等
介

護
業
務

城
辺
み
し
ま
荘

パ
ー
ト
調
理
員

１
人

調
理
業
務

城
辺
み
し
ま
荘

愛南の山は私たちが守ります！
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バレーボール
ナイターリーグで熱戦 !

1/13 ～ 2/3

　御荘中学校体育館で「第 21回愛南バレー

ボールナイターリーグ大会」（6人制・男女

混合）が行われ、9チームが参加して総当

たりのリーグ戦で熱戦を繰り広げました。

【大会結果は次のとおり

　（優勝、準優勝のみ掲載）】

優　勝　南宇和クラブ

準優勝　マスターズ

1部　優勝　クレヨン

2部　優勝　カメレオン

優勝　南宇和クラブ

ミニバレーで楽しく交流
1/29

　御荘B&G海洋センター体育館で「第 24回 B&G会

長杯ミニバレーボール大会」（6人制）が開催され、女

子 1部（年齢制限なし）に 5チーム、女子 2部（50

歳以上）に 3チーム、計 55名が参加して競いました。

参加選手は楽しみながらプレーし、笑いの絶えない大

会になりました。

【大会結果は次のとおり（優勝、準優勝のみ掲載）】

１部　優勝　クレヨン　　　準優勝　遊遊B

２部　優勝　カメレオン　　準優勝　ワンピース

歴史あるサッカー大会で好プレー !
1/29

　南レク城辺公園芝球技場ほかで「第 46回東海杯少年

サッカー大会」が開催され、20 チーム 198 名が参加

して熱戦を繰り広げました。

　歴史ある大会で選手ははつらつとしたプレーを披露

し、日頃の練習の成果を発揮しました。

【大会結果は次のとおり（優勝、準優勝のみ掲載）】

1 部（小学 6年生以下） 

優勝　城辺少年サッカークラブ　準優勝　平城SC A

2 部（小学 4年生以下）

優勝　城辺少年サッカークラブ　準優勝　平城SC A

3 部（小学 2年生以下） 

優　勝　 一本松少年サッカークラブ

準優勝　城辺少年サッカークラブ

1部　優勝　城辺少年サッカークラブ
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あいなん音故地新
あいなん物産探訪

「ふるさと」−あいなん音故地新−
　春が近づいてきた。冬の間に土の下で耐えてきた命が芽吹く季節。希望に満ちた季節。その前

に別れが訪れる。。。卒業の季節。

　“仰げば尊し”のメロディーが聞こえはじめると、今でも胸の奥がキューっとなる。あたしたち

は保育園が一緒ならほとんどの同級生は高校までずっと一緒、っていうエスカレーター式、笑。同

級生はみんなと幼馴染。そして、高校卒業と同時に離ればなれになる。開きかけた新しい世界へ

の扉に希望を抱いてワクワクして、実感のないまま田舎を出ていった。18年当たり前のように一

緒にいた仲間や家族と離れる寂しさを想像すらできんかったから。

　寂しさが襲ってくるのは新しい生活が始まって1か月くらいしてから。きっと今年巣立って行く

中学生、高校生たちもそうやろう。別れは出会いのはじまり。今まであなたができたように、こ

れからも新しい場所で花を咲かせられるし、今までのあなたにできなかったことができるように

なる。スタートのスイッチを押すのは自分自身。寂しさに負けず、心の隅に田舎を置いて、自分

の思いを貫いてほしい。ふるさとはいつもそばにあるし、いつでもあたしを受け入れてくれる。

あたしは今でもそう思う。

   （テノヒラkiku）

　1月下旬、甘夏の収穫が始まっていると聞い
て、愛南町緑、西柳地区で柑橘農家を営む松田
昌治さんをお訪ねした。山の中腹にある果樹園
に到着すると、ツヤをたたえた甘夏がたわわに
実っている。
　緑地区では昭和40年頃に農地の構造改善事
業が行われ、それに伴って甘夏栽培が始まった。
松田家でもそのときに昌治さんのお父さんが甘
夏の木を植え、以来50年に渡って甘夏を栽培
している。
　甘夏の特徴はなんといってもその甘酸っぱさ
だ。もぎたての甘夏をいただくと、すっと抜け

る香りのあとにさわやかな酸味がやってきた。
甘夏は通常、収穫後1か月ほど寝かせてから出
荷する。その間に酸が落ち着き、味が濃縮され
る。春先から5月にかけてが食べごろの柑橘だ。
　松田さんがこだわっているのが、肥料と果樹
の剪定。手間をかけることでまろやかな酸の
ある甘夏ができるという。目標は「親父を抜く
こと。もう抜いたかな、そんなこと
をいうと親父に怒られるか（笑）」雨
上がりの果樹園に笑い声が響いた。

 あいなん物産探訪 その⑦
――――――――――――――――

「甘
あま

夏
なつ

」
第一マルエム青果㈲

代表取締役 松田　昌
しようじ

治さん

アコースティックバンド「テノヒラ」のボーカル  愛南町出身の kiku さんが綴るふるさとエッセイ

▲松田さんの果樹園に実った甘夏
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子どもたちの笑顔と
　子育てサポートをご紹介します。

●あいなん幼稚園
もうすぐ年長組、元気に遊びましょう !

●はまゆう乳幼児保育所　さくら組
残り 1か月、みんなで仲良く遊ぼうね !

子どもたちの笑顔と子育てサポートをご紹介します。

3月の子育てサポートご案内
はまゆう乳幼児保育所 地域子育て支援センター

「どんぐりの会」では
●サークル活動
　　月曜日 12:00～17:00
　　火・木曜日 8:00～13:00
●園庭・保育室開放
　　水・金曜日 8:00～17:00
●育児（電話）相談
　　月～金曜日 8:00～17:00
　　土曜日 8:00～12:00

問合せ

はまゆう乳幼児保育所内 ☎72-4328

21日㈫・23日㈭ ：思い出の制作

御荘子育て支援センター

「こあら」では
●サークル活動
　　月・水・金曜日 8:30～13:30
●園庭等開放
　　火・木曜日 8:30～13:30
●育児（電話）相談
　　月～金曜日 8:30～17:15

問合せ

御荘保育所内 ☎72-0598

1日㈬・3日㈮・13日㈪・22日㈬・24日㈮
は、夢創造館で行います。
15日㈬の育児講座は、お楽しみ会を
御荘保育所遊戯室で行います。

「こぶたの広場」では
●育児相談・つどいと交流・各種ワークショップ
　　日～金曜日 10:00～16:00

問合せ

こぶたのお家　城辺甲2652番地 ☎73-7321
※詳しくは「こぶた通信」に記載

7日㈫：『おはなし会』 10：30～
8日㈬：『ベビーマッサージ交流』
 10：30～11：30
　　　乳児親子&妊婦（※要予約）
19日㈰：げんき市

御荘文化センター

「あいなん子育て応援グループ」では
●子育て（電話）相談

問合せ

生涯学習課内 ☎73-1111

9日㈭、23日㈭13：00～15：00
その他の曜日は電話でお問い合わせ
ください。



SAT

2

9

16

23

30

4

11

18

25

3

10

17

24

31

THU木曜日 FRI金曜日 土曜日

西海 B

城辺 A

城辺 B

城辺 C

大敷貞芳作業所、荒樫、魚神山
亀井作業所、油袋漁民センター、
旧川村光男作業所、兵頭郁生さ
ん宅前、旧内海支所、魚神山船
越・平碆・柏崎各集会所

内尾串駐輪場、上大道公民館、
広見・中川各コミュニティセン
ター、一本松・満倉・小山本村・
正木各集会所

武者泊消防車庫前、麦ケ浦バス
停裏、福浦駐在所手前、樽見小
学校跡、大成川・小成川・下久家・
久家各集会所

中泊埋立駐車場、西海支所、西
海保健センター、外泊・内泊・
船越・小浦・弓立・越田各集会
所

城の辺学習館、東海公民館、矢
の町第２・松本・蓮乗寺・敦盛
各集会所

僧都ふれあい交流館、緑基幹
集落センター、三島団地、愛
南町役場、山出・太場・豊田・
長野各集会所、中ノ谷・鼻共
同住宅横

中玉バス停跡、旧深浦漁協冷蔵
庫前、久良ふるさとセンター・
深浦公民館、小屋の浦・古月・
鯆越・脇本各集会所

馬場消防詰所横、和口町営住宅
駐車場、和口第二・馬瀬・深泥・
寺新町各集会所、節崎コミュニ
ティセンター

御荘菊川農村研修センター、御
荘文化センター、平山・長洲・
長崎・貝塚・八幡野各集会所

中浦漁村振興センター、御荘中
学校前、赤水コミュニティセン
ター、長月公民館、猿鳴・左右水・
尻貝・高畑各集会所

新聞・雑誌ダンボール等収集区分詳細

一般内科・救急病院連絡先のご案内

御荘 A

御荘 B

御荘 C

内海

一本松

西海 A

備考
１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
２．診療科目は内科系の救急患者とします。

犬・猫の引取り
については、決められた時間
内に、認め印を持って環境衛
生課又は各支所まで連れて来
てください。なお、飼い犬・
飼い猫の場合は有料（愛媛県
収入証紙が必要）ですのでご
注意ください。
※4月の引取日は、5日、12日、
19日です。
問合せ

環境衛生課（TEL72-7316）

岡沢クリニック
御荘平城 TEL70-1511

県立南宇和病院
城辺甲 TEL72-1231

西本病院
御荘平城 TEL73-2121
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新聞・雑誌ダンボール等収集

内海（4月の収集は11日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｂ（4月の収集は25日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｂ（4月の収集は5日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ｂ（4月の収集は19日）

育児相談「みるく広場」
●一本松保健センター
　9：30～11：00

育児相談「うみのこ広場」
●西海支所2階親子ふれあい交流室
　10：00～11：30

病態栄養相談
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

４月の主な行事予定
 6日（木）
 8日（土）
 9日（日）
10日（月）
〃
〃
〃
11日（火）
12日（水）
13日（木）
16日（日）

9：00～16：00
14：00開場（15：00開演）

　
　
　

14：00～
　

13：00～15：00
9：00～16：00
16：30～

消費生活相談員相談日
出張なんでも鑑定団in愛南
愛南町議会議員選挙投開票日
町内小学校入学式
篠山小中学校入学式
あいなん幼稚園入園式
県立南宇和高校入学式
町内中学校入学式
行政なんでも相談
消費生活相談員相談日
消防団退団式並びに辞令交付式

役場本庁2階
御荘文化センター
役場本庁ほか
各小学校
篠山中学校
あいなん幼稚園
南宇和高校
各中学校
城の辺学習館ほか
役場本庁2階
御荘文化センター

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

だんだん雛祭り
●外泊地区（4月3日まで）

第35回 全日本少年軟式
野球大会 南予地区予選
●内海グラウンド
   10：00～15：00

町内小学校卒業式
●各小学校

あいなん幼稚園卒園式
●あいなん幼稚園  

町内中学校卒業式
●各中学校

愛南町人権を考える
町民の集い
●御荘文化センター
　13：30～15：30



ご家庭の
行事や用事の
メモとしても
ご利用ください。
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救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）西本病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）岡沢クリニック

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：30

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：30

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：30

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：30

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｃ（4月の収集は7日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ａ（4月の収集は17日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ａ（4月の収集は21日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ａ（4月の収集は3日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｃ（4月の収集は27日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

一本松（4月の収集は13日）

育児相談「みなみっ子」
●御荘夢創造館  9：30～11：30

育児相談「すくすく相談」
●城辺保健福祉センター
　 9：30～11：00

育児相談「げんきっ子」
●内海保健センター
　10：00～11：30

乳児栄養相談「もぐもぐ教室」
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

犬犬
●環●環
　 8

新

御

乳児栄養相談「もぐもぐ教室」乳児栄養相談「もぐもぐ教室」乳乳

２０１７年
平成２９年３月暮らしカレンダー

行政なんでも相談
●城の辺学習館ほか
　13：00～15：00

県立南宇和高校卒業式
●南宇和高校　10：00～

第35回 全日本少年軟式
野球大会 南予地区予選
●内海グラウンド 10：00～15：00

第9回 愛南町スポーツ少年大会 
バレーボール競技
●一本松交流促進センター
　9：00～16：00

第29回 愛南レクバレーボール大会
●御荘B&G海洋センター体育館
　9：00～16：00

第36回 愛南町クロッケー親睦交流会
●南レク御荘多目的広場
　12：30～16：00

第48回 南宇和郡サッカー選手権大会
●南レク城辺多目的広場ほか
   8：30～17：00

第12回 愛南町スポーツ少年大会 剣道競技
●一本松交流促進センター
   9：00～12：00

愛媛FCマッチタウン
（VS湘南ベルマーレ）
●ニンジニアスタジアム
　15：00 ～

えひめ国体応援のぼり
旗作品展示会
●御荘文化センター大研修室
   9：00～17：00　8日（水）～13日（月）
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母
国
の
た
め
に
技
能
を
習
得

　

旧
中
浦
小
学
校
の
校
舎
で
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
青
年
18
名
が
日
本
語

や
漁
船
漁
業
の
基
礎
を
学
ん
で
い
ま

す
。
彼
ら
は
外
国
人
技
能
実
習
制
度

を
活
用
し
て
来
町
し
て
お
り
、
2
月

末
ま
で
日
本
語
を
学
習
し
た
後
、
各

水
産
事
業
所
に
別
れ
て
洋
上
実
習
を

行
い
ま
す
。
そ
こ
で
学
ん
だ
知
識
や

技
術
を
母
国
に
持
ち
帰
り
、
産
業
の

発
展
に
役
立
て
ま
す
。

本
町
で
の
取
組

　

水
産
業
が
盛
ん
な
愛
南
町
で
は
、

平
成
20
年
か
ら
、
本
制
度
を
活
用
し

て
実
習
生
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
愛
南
漁
協
が
受
け
入
れ
の
窓

口
（
監
理
団
体
）
と
な
り
、
町
内
の

水
産
業
者
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

異
国
で
学
ぶ

　
　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
漁
業
実
習
生

教科書を読み上げて
日本語の勉強をする実習生

地域の方々や小学生との交流も行っている。

「
と
て
も
勇
気
の
い
る
こ
と
。

　
　
　
彼
ら
を
尊
敬
し
て
い
る
」

　

12
月
中
旬
に
来
町
し
た
実
習
生

は
、
本
格
的
な
洋
上
実
習
に
入
る
前

に
約
2
か
月
半
、
日
本
語
の
勉
強
を

行
い
ま
す
。
以
前
は
町
内
で
日
本
語

を
教
え
ら
れ
る
環
境
が
な
く
、
他
所

で
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、
2
年
前
か

ら
学
習
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

　

実
習
生
に
日
本
語
を
教
え
て
い
る

成
宮
圭け

い

亮す
け

さ
ん
（
城
辺
甲
）
は
「
遠

い
国
か
ら
来
る
の
は
と
て
も
勇
気
の

い
る
こ
と
。
あ
の
年
齢
で
日
本
に
来

る
決
断
を
し
た
彼
ら
を
、
私
は
尊
敬

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
も
と

も
と
音
楽
の
先
生
を
し
て
い
た
経
験

を
活
か
し
て
、
歌
や
楽
器
を
用
い
て

楽
し
く
日
本
語
を
教
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
実
習
生
た
ち
が
自
ら
の
息
子

と
同
年
代
の
た
め
、
一
層
親
近
感
を

覚
え
、応
援
し
た
い
と
も
言
い
ま
す
。
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深
ま
る
交
流

　
地
域
明
る
く

　

多
く
の
外
国
人
が
地
域
に
や
っ
て

来
て
暮
ら
す
こ
と
に
、
当
初
は
受

け
入
れ
る
側
に
も
不
安
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
実
習
生
が
真
面
目
に

勉
強
や
仕
事
を
こ
な
す
姿
を
見
て
、

理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

しめ縄づくりを教える
岩上賢

けん

次
じ

郎
ろう

さん（中浦）

目標のために日本語の学習に励むウォノさん

なーしくんと一緒に記念撮影。
普段から「なーしがいっぱい愛南町」を歌って勉強している。

　

尻
貝
地
区
で
行
政
協
力
員
を
務
め

る
渡
辺
綱つ

な

大ひ
ろ

さ
ん
は
「
彼
ら
も
不
安

な
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
と
思
う
の

で
、
地
域
と
し
て
も
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
。
そ
れ
に
笑
顔
が
良
い
で

す
ね
。
前
向
き
な
姿
勢
や
意
欲
が
素

晴
ら
し
い
で
す
。
地
域
が
明
る
く
な

り
ま
す
」
と
、
地
域
に
も
た
ら
す
影

響
を
話
し
ま
す
。

　

実
習
生
は
積
極
的
に
行
事
に
参
加

し
た
り
、
地
域
の
方
々
に
元
気
に

あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
で
交
流
を
深

め
、
今
で
は
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
ま
す
。

夢
を
追
っ
て

　

3
月
か
ら
は
各
水
産
業
者
と
雇
用

関
係
の
も
と
で
本
格
的
な
洋
上
実
習

に
移
り
ま
す
。
実
習
生
の
リ
ー
ダ
ー

役
を
務
め
る
ウ
ォ
ノ
さ
ん
は
「
こ
の

研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、

釣
り
で
生
計
を
立
て
て
い
る
父
と
一

緒
に
漁
業
が
し
た
い
。
船
も
小
さ
い

の
で
、
い
つ
か
大
き
な
船
が
造
れ
た

ら
」
と
夢
を
語
り
ま
し
た
。
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愛
は
南
か
ら 

―

全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
長
賞
を
受
賞
し
た

西
口 

昌ま
さ

寿と
し

く
ん
（
緑
小
学
校
４
年
）

　

全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
な
ど
が

主
催
す
る
「
第
62
回
青
少
年
読
書
感

想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
西
口
昌

寿
く
ん（
緑
小
学
校
4
年
）の
「
さ
か

さ
ま
も
い
い
な
あ
」
が
全
国
学
校
図

書
館
協
議
会
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

何
も
か
も
さ
か
さ
ま
な
「
さ
か
さ

町
」。
西
口
く
ん
は
読
み
進
め
る
う

ち
に
自
分
が
「
ふ
つ
う
」
と
考
え
て

い
た
こ
と
も
、
人
に
よ
っ
て
は
「
ふ

つ
う
」
じ
ゃ
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た

と
い
い
ま
す
。「
一
人
一
人
ち
が
う

考
え
方
や
、で
き
る
こ
と
が
あ
っ
て
、

そ
れ
が
い
い
。
そ
の
ち
が
い
を
、
受

け
入
れ
合
う
っ
て
こ
と
が
、
大
切
」

と
記
し
「
さ
か
さ
ま
も
、
な
か
な
か

い
い
な
あ
」と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

町
に
暮
ら
す素敵

な
人
た
ち
を
紹
介
し
ま
す

　

さ
か
さ
町
っ
て
何
だ
ろ
う
。
ぼ
く
は
、

ふ
し
ぎ
に
思
い
な
が
ら
、
こ
の
本
を
読

ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
町
は
、
何
も
か
も
が
さ
か
さ
ま

で
す
。
家
も
さ
か
さ
ま
、
車
も
さ
か
さ

ま
。
料
理
の
出
し
方
だ
っ
て
、
さ
か
さ

ま
で
、
デ
ザ
ー
ト
か
ら
出
て
く
る
の
で

す
。
ふ
つ
う
、
デ
ザ
ー
ト
は
最
後
に
食

べ
る
の
に
、
び
っ
く
り
で
す
。
特
に
び
っ

く
り
し
た
の
は
、
こ
の
町
で
は
、
子
ど

も
が
働
い
て
、
大
人
が
遊
ぶ
こ
と
で
す
。

ふ
つ
う
、
大
人
が
働
い
て
、
子
ど
も
が

遊
ぶ
の
に
。
ぼ
く
は
、そ
ん
な
の
変
だ
な
。

何
か
お
か
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
ぼ
く
た
ち
の
く
ら
し
と
こ
の

町
は
さ
か
さ
ま
で
、
変
だ
な
と
思
い
な

が
ら
読
ん
で
い
た
の
に
、
読
む
う
ち
に

な
ぜ
か
、
さ
か
さ
も
い
い
な
あ
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
病
院

で
の
こ
と
で
す
。
こ
の
町
で
は
病
気
の

人
が
お
金
を
は
ら
う
の
で
は
な
く
、
健

康
な
人
が
お
金
を
は
ら
う
の
で
す
。
ぼ

く
は
、
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
。
病

気
に
な
る
と
、
な
お
る
ま
で
働
け
な
い

の
で
お
金
が
入
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対

し
て
、
健
康
な
人
は
、
働
け
て
お
金
も

入
り
ま
す
。
元
気
で
健
康
な
人
が
は
ら

う
。
そ
の
方
が
、
い
い
!
い
い
考
え
だ
!

　

こ
の
町
の
学
校
で
は
、「
わ
す
れ
よ

科
」
と
い
う
学
習
が
あ
り
ま
す
。
ふ
つ

う
、
学
校
は
覚
え
る
と
こ
ろ
な
の
に
、

わ
す
れ
よ
と
い
う
教
科
が
あ
る
な
ん
て
、

学
校
じ
ゃ
な
い
じ
ゃ
な
い
か
、
や
っ
ぱ

り
変
。
で
も
、
そ
の
教
科
は
、
勉
強
を

忘
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
い
や
な
こ
と

を
わ
す
れ
る
教
科
で
し
た
。
な
る
ほ
ど
。

い
や
な
気
持
ち
を
ず
っ
と
も
ち
続
け
る

よ
り
、
そ
ん
な
い
や
な
こ
と
は
わ
す
れ

て
、
み
ん
な
で
楽
し
い
こ
と
や
、
助
け

合
う
こ
と
を
考
え
て
生
活
し
た
方
が
、

ず
っ
と
幸
せ
で
い
い
!
い
い
考
え
だ
!

　

こ
の
町
の
ア
ン
ス
ト
ア
は
、
お
金
が

な
く
て
も
買
い
物
が
で
き
る
こ
と
に
も

び
っ
く
り
で
す
。
バ
ッ
ト
を
買
う
と
、

こ
っ
ち
が
お
金
を
は
ら
う
の
で
は
な
く
、

お
店
の
人
が
買
っ
た
人
に
お
金
を
は
ら

う
の
で
す
。
心
を
込
め
て
、
精
い
っ
ぱ

い
作
っ
た
バ
ッ
ト
を
買
っ
て
も
ら
っ
て
、

あ
り
が
と
う
と
い
う
の
で
す
。

　

な
ん
て
す
ば
ら
し
い
町
な
の
だ
ろ
う
。

ぼ
く
は
、
こ
の
町
が
好
き
に
な
り
ま
し

た
。
ぼ
く
は
、
最
初
は
、
な
ん
て
変
な

さ
か
さ
ま
も
い
い
な
あ

町
な
の
だ
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
よ
く

よ
く
考
え
た
ら
、
こ
の
町
の
考
え
方
が

す
ご
く
理
か
い
で
き
ま
し
た
。
ど
ん
な

町
も
、
ど
ん
な
人
も
、
そ
の
町
な
り
、

そ
の
人
な
り
の
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

ぼ
く
は
、
よ
く
、

「
そ
れ
は
ち
が
う
こ
と
な
い
。
ふ
つ
う
は

こ
う
や
ろ
」

と
友
達
に
言
う
け
ど
、「
ふ
つ
う
」
と
考

え
て
い
た
こ
と
も
、
人
に
よ
っ
て
は
「
ふ

つ
う
」
じ
ゃ
な
い
。
一
人
一
人
に
考
え

方
が
あ
っ
て
、
一
人
一
人
に
、
個
性
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
個
性
は
、
み
ん
な
ち

が
っ
て
い
る
け
ど
、
そ
の
ち
が
い
を
「
ふ

つ
う
じ
ゃ
な
い
」
と
決
め
つ
け
て
は
だ

め
な
の
で
は
な
い
か
な
。
サ
ッ
カ
ー
の

上
手
な
子
、
リ
コ
ー
ダ
ー
の
う
ま
い
子

…
。
一
人
一
人
ち
が
う
考
え
方
や
、
で

き
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
い
い
の

だ
な
。
そ
の
ち
が
い
を
、
受
け
入
れ
合

う
っ
て
こ
と
が
、
大
切
な
の
だ
な
。
ぼ

く
は
、「
ふ
つ
う
」
と
自
分
の
も
の
さ
し

で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な

方
向
か
ら
、
時
に
は
さ
か
さ
か
ら
も
考

え
て
み
よ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
さ
か
さ
ま
も
、な
か
な
か
い
い
な
あ
。
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　弥
生

※上記情報は、広報誌掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

愛
南
文
芸

檳
椰
子
俳
句
会

握
り
し
む
硬
貨
の
温
み
初
詣

吉
田
モ
ミ
ヱ

湯
た
ん
ぽ
を
ベ
ッ
ド
に
母
を
懐
か
し
む

濵
野

康
子

梅
の
香
に
触
れ
来
し
夜
の
端
座
か
な

若
山

節
子

梅
二
月
風
に
触
れ
合
ふ
絵
馬
の
音

三
好
ミ
キ
ヱ

山
眠
る
猪
の
作
り
し
猪
の
道

山
口

菫

雪
や
雪
京
都
駅
伝
走
る
女
子

吉
田

朝
子

薄う
す
ら
い氷
や
地
蔵
の
頬
の
す
べ
す
べ
に

山
口

和
子

紅
梅
や
貧
相
も
ま
た
家
系
に
て

井
上

論
天

み
な
み
う
わ
俳
句
会

青
空
の
眩
し
き
冬と
う

至じ

と
な
り
に
け
り

濵

初
榮

歓
声
や
つ
い
に
だ
る
ま
の
冬
夕ゆ

う

ひ日

中
川
千
代
子

齢と
し

ご
と
の
餅
つ
く
音
や
四
世
代

田
口
ひ
さ
子

三
日
月
に
明
星
よ
り
添
う
夜よ

寒さ
む

か
な

若
林
八
重
子

通
学
の
駆
け
出
す
子
等ら

の
息
白
し

松
本
ヤ
ヨ
ミ

ラ
ジ
オ
よ
り
時
報
の
調
べ
去こ

ぞ年
今
年

木
村

智
子

注し
め
か
ざ
り

連
飾
そ
れ
ぞ
れ
の
形
其そ
れ

其ぞ
れ

に
　

竹
村

勝
利

無む
じ
ゅ
う
じ

住
寺
い
ま
光
の
浄
土
銀い
ち
ょ
う杏
黄き

ば葉

小
島

泰
子

西
海
俳
句
会

友
逝
き
ぬ
通
夜
の
坂
径
虎
落
笛

吉
田

笑
代

初
曾
孫
へ
貯
金
箱
添
え
お
年
玉

浜
木
チ
ズ
エ

大
火
有
り
大
き
地な

い震
あ
り
年
つ
ま
る

利
根
早
智
江

朝
の
島
初
満
月
を
止
め
た
り

吉
田

朝
子

冬
日
和
遺
影
み
ん
な
に
語
り
掛
け

吉
田

弘
定

内
海
俳
句
会

懐
手
躓
つ
ま
づ
く
石
の
託か

言ご
と

聴
く

う
つ
し
世
に
遊
び
心
や
波
の
花

太
田

信
子

う
つ
し
世
の
虚
実
の
狭
間
鵙も

ず

猛
る

天あ
め

地つ
ち

に
生
き
と
し
生
け
り
春
至
る

岩
森
十
志
子

１月受付分（敬称略）

地区名 子の名 保護者

１月受付分（敬称略）

地区名 亡くなった方 享年

はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。
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世帯数 （－8世帯）

●愛南町の高齢化率　39.7％

10,539
22,539人　口 （－31人）

世帯

人

男 （ー9人）10,623
11,916女 （－22人）

人

人

● 10 年前 同月の人口　27,311 人

～なーしくん＆かっちゃんの巻～

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地TEL（0895）72-1211 FAX（0895）72-1214
http://www.town.ainan.ehime.jp/

編集後記
　町の新しい養殖魚を作ろう ! プロジェク
トチームが目をつけたのは、希少性の高い
サツキマスでした。目指すは、ふ化から出
荷まで全てを町の中で担う「純愛南産」の
仕組みづくり。
　町でアマゴの完全養殖ができていること
など、いくつかの好条件があるものの、課題
は尽きません。最大の強みは、異業種が集
まるチームそのもの。最適解を求めて次々
とアイデアが出されます。片手に夢、もう一
方にソロバンを握り、チームの挑戦が続き
マス。

愛南町の世帯数と人口 平成29年 2月 1日現在

※（ ）内は前月比

Minamiuwa
青春！食育！

high school

南
宇
和
高
校
美
術
部
に
よ
る
愛
南
ぎ
ょ
レ
ン
ジ
ャ
ー
や
な
ー
し
く
ん
の
４
コ
マ
漫
画
を
掲
載
し
ま
す
。

　取材をしていて出会うのは人だけではあり

ません。今号の取材では「心の友」という日

本の曲を知ることができました。清掃の時間

にこの曲が流れると、インドネシアの実習生

たちが一斉に口ずさみました。聞いたところ

によるとこの曲は、昔インドネシアでヒットし、

現地でとても有名な曲だそうです。意外なと

ころで日本の曲が受け入れられていることに

驚きを感じるとともに、遠い国がとても身近

に感じた瞬間でした。

制作：南宇和高校美術部　家串 紗
さ

希
き

さん

YW

※（ ）内は前月比

それいけ

愛南ぎょレ
ンジャー

南宇和高校
2年：大西 良

よし

奈
な

吉良 早
そ

野
の

花
か

谷口 結
ゆ

梨
り

花
か

兵頭 亜
あ

佳
か

音
ね

～簡単果汁グミの作り方編～

【感想】
　材料は、グレープジュースと粉ゼラチン、水あめ、砂糖、レモン
汁を混ぜて作りました。100円ショップで売っている氷を作る容器
に材料を入れて固めます。固まったら、カップに入れて出来上がり
です。簡単に、しかも、おいしく作ることができました。キャラクター
の型で作ったので、すごく可愛くできました。グミ作りも南宇和高
校の文化祭で掲示発表を行いました。1年生の保健委員のみんなと
楽しく作ることができたのが良かったです。

左手前：谷口さん、
左奥：大西さん、
右手前：吉良さん、
右奥：兵頭さん

アカデミー
皆さん！よく噛んで

食事を楽しみましょう！

食育

　よく噛んで食べることは、肥満、むし歯、がんの予
防や味覚、脳の発達など全身によい効果があります。
　愛南町では、食生活改善推進員と協力して、噛みご
たえのあるおやつ等の調理実習や噛むことの重要性に関する学習会
などを行っています。
　健康な生活を送るためにも、よく噛んで食べましょう！

カミカミ
クッキング教室

2年


